
時間分解磁気円二色性測定でみた 

Co/Pt多層膜の光誘起磁化変化のレーザー偏光依存性 

Polarization dependence of laser induced magnetization dynamics of perpendicularly 

magnetized Co/Pt multilayer thin film observed by time-resolved x-ray magnetic 

circular dichroism 
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磁場を用いない光による磁化制御や磁化反転は、その物理的起源の解明や記録媒体への応用の

観点から強い関心がもたれている[1]。Co/Pt 多層膜は円偏光による光誘起磁化制御が報告されて

いるものの一つである。Co と Pt 間で強磁性的に結合しており、またレーザーの繰り返し入射に

よる蓄積的効果により磁化が変化するなどの点で特徴的である。 

私たちは SPring-8 BL07LSU に建設した軟 X 線時間分解分光・回折測定装置[2]を用い、

pump-probe 法による時間分解 X 線磁気円二色性(XMCD)測定を垂直磁化する[Co/Pt]2/Sapphire 多層

膜に対して行った。円偏光の pump レーザー光 (1.5 eV, 16 mJ/cm2) を Co/Pt 多層膜に入射し、その

あと Co L 端の円偏光の probe X 線をあて、光電子を検出することで磁気円二色性を測定する。レ

ーザーの円偏光を切り替えてレーザー円偏光依存性を、X 線の円偏光を切り替えて二色性を測定

した。静的な測定で最も二色性が大きかった Co L3 端のエネルギーでの時間分解測定結果を Fig. 1

に示す。レーザー照射後の過渡状態において大きな偏光依存性を見出した。レーザー照射効果の

報告によれば[3]、レーザー一回の照射した後はおおよそ 1%程度変化すると見積もられていたが、

今回の結果では、過渡状態において偏光依存性

が 20%程度になることがしめされた。この傾向

は時間分解カー効果測定とも一致する[4]。 
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Fig.1 Result of time-resolved XMCD of circular 

polarized laser-induced magnetization 

dynamics.  Solid lines are fitting curves. 
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